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(57)【要約】
【課題】　高周波領域における出力の過度の上昇を抑制
して音質の向上を図る。
【解決手段】　電流駆動によって電流に比例した音声の
出力が行われ、フレーム２の内部に配置され環状に形成
されたマグネット８、９と、軸状の挿入配置部１４を有
し挿入配置部がマグネットの中心部に挿入されて配置さ
れたヨーク１２と、筒状に形成され一部がヨークの挿入
配置部に外嵌された状態で挿入配置部の軸方向へ変動可
能に支持されたコイルボビン１６と、コイルボビンの外
周面に巻き付けられマグネットとヨークの挿入配置部の
間に形成された磁気ギャップ１５に配置されたコイル１
７と、フレームとコイルボビンの間で連結された弾性を
有するダンパー１８と、内周部がコイルボビンに連結さ
れ外周部がフレームの開口部５ａの開口縁に固定されコ
イルボビンの変動に伴って振動されるコーン１９と、コ
イルボビンの内部に配置された吸音材２０とを設けた。
【選択図】　　　　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
電流駆動によって電流に比例した音声の出力が行われ、
　少なくとも音声の出力方向に開口された開口部を有するフレームと、
　前記フレームの内部に配置され環状に形成されたマグネットと、
　軸状の挿入配置部を有し前記挿入配置部が前記マグネットの中心部に挿入されて配置さ
れたヨークと、
　筒状に形成され一部が前記ヨークの挿入配置部に外嵌された状態で前記挿入配置部の軸
方向へ変動可能にされたコイルボビンと、
　前記コイルボビンの外周面に巻き付けられ前記マグネットと前記ヨークの挿入配置部と
の間に形成された磁気ギャップに配置されたコイルと、
　前記フレームと前記コイルボビンの間で連結された弾性を有するダンパーと、
　内周部が前記コイルボビンに連結され外周部が前記フレームの開口部の開口縁に固定さ
れ前記コイルボビンの変動に伴って振動されるコーンと、
　前記コイルボビンの内部に配置された吸音材とを備えた
　スピーカーユニット。
【請求項２】
前記吸音材が前記コイルボビンに取り付けられて前記コイルボビンの内部空間を前記挿入
配置部の反対側から閉塞するキャップとして設けられた
　請求項１に記載のスピーカーユニット。
【請求項３】
前記吸音材が前記挿入配置部の軸方向における一端面に取り付けられ、
　前記コイルボビンの軸方向における前記一端部又は前記コーンに前記コイルボビンの内
部空間を閉塞するキャップが取り付けられた
　請求項１に記載のスピーカーユニット。
【請求項４】
前記吸音材として内部に空隙を有する発泡材料を用いた
　請求項１に記載のスピーカーユニット。
【請求項５】
電流駆動によって電流に比例した音声の出力を行うアンプと前記アンプによって増幅され
た音声が出力されるスピーカーユニットとを備え、
　前記スピーカーユニットは、
　電流駆動によって電流に比例した音声の出力が行われ、
　少なくとも音声の出力方向に開口された開口部を有するフレームと、
　前記フレームの内部に配置され環状に形成されたマグネットと、
　軸状の挿入配置部を有し前記挿入配置部が前記マグネットの中心部に挿入されて配置さ
れたヨークと、
　筒状に形成され一部が前記ヨークの挿入配置部に外嵌された状態で前記挿入配置部の軸
方向へ変動可能に支持されたコイルボビンと、
　前記コイルボビンの外周面に巻き付けられ前記マグネットと前記ヨークの挿入配置部の
間に形成された磁気ギャップに配置されたコイルと、
　前記フレームと前記コイルボビンの間で連結された弾性を有するダンパーと、
　内周部が前記コイルボビンに連結され外周部が前記フレームの開口部の開口縁に固定さ
れ前記コイルボビンの変動に伴って振動されるコーンと、
　前記コイルボビンの内部に配置された吸音材とを備えた
　アクティブスピーカー装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はスピーカーユニット及びアクティブスピーカー装置についての技術分野に関す
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る。詳しくは、コイルボビンの内部に吸音材を配置して高周波領域における出力の過度の
上昇を抑制する技術分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アンプとアンプによって増幅された音声を出力するスピーカーユニットとを備えたアク
ティブスピーカー装置がある。
【０００３】
　スピーカーユニットには、例えば、マグネットとヨークとコイルによって構成された磁
気回路が用いられ、アンプによって増幅された音声を出力するようにされたものがある（
例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　このようなスピーカーユニットにおいては、ヨークが環状のマグネットの中心部に配置
され筒状のコイルボビンの外周面に巻き付けられたコイルがヨークとマグネットの間に形
成された磁気ギャップに配置されている。コイルボビンは一部がヨークに外嵌された状態
でヨークに対して変動可能とされ、コイルボビンの一端部にはコーンが取り付けられると
共にコイルボビンの一端にはコイルボビンの内部空間を閉塞するキャップが取り付けられ
ている。また、コイルボビンには弾性を有するダンパーが取り付けられている。
【０００５】
　上記したスピーカーユニットにあっては、アンプから出力された音声信号に基づいて磁
気回路が駆動され、コイルボビンの変動に伴ってコーンが振動され、このとき音声の出力
が行われる。コイルボビンの変動時にはダンパーが弾性変形されてコイルボビンの過度の
変動が抑制される。
【０００６】
　上記のようなスピーカーユニットには、電圧によって音声の出力が行われる電圧駆動タ
イプのスピーカーユニットがある。
【０００７】
　スピーカーユニットは、一般に、電圧駆動タイプが普及されているが、電圧駆動タイプ
のスピーカーユニットは、音声を出力するための駆動力が電圧に依存するため、種々の状
況において電圧と駆動力の間の線形性が崩れ、線形性の崩れによる音質の劣化を来たすこ
とがある。
【０００８】
　例えば、電圧駆動タイプのスピーカーユニットにおいては、周波数領域が高くなるに従
ってコイルに電流が流れ難くなるため、高周波領域において出力（電磁力）が低下してし
まう。
【０００９】
　そこで、このような高周波領域における出力の低下を補うために、コイルボビンの一端
部に所定の剛性を有するキャップを取り付け、キャップが存在する付近で共振を発生させ
て振動を増幅し、高周波領域における出力の低下を抑制するようにしている。
【００１０】
　これに対してスピーカーユニットには、電流によって音声の出力が行われる電流駆動タ
イプのスピーカーユニットがある。
【００１１】
【特許文献１】特開２００６－２２９５２０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　ところが、電圧駆動タイプのスピーカーユニットの構成において駆動方式を電流駆動に
変更すると、電流駆動タイプにおいては、電圧駆動タイプのような高周波領域における出
力の低下が生じない。
【００１３】
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　従って、電流駆動タイプにおいては、高周波領域において出力が過度に上昇してしまい
、高周波領域における音質の劣化が生じてしまう。
【００１４】
　そこで、本発明スピーカーユニット及びアクティブスピーカー装置は、上記した問題点
を克服し、高周波領域における出力の過度の上昇を抑制して音質の向上を図ることを課題
とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　スピーカーユニットは、上記した課題を解決するために、電流駆動によって電流に比例
した音声の出力が行われ、少なくとも音声の出力方向に開口された開口部を有するフレー
ムと、前記フレームの内部に配置され環状に形成されたマグネットと、軸状の挿入配置部
を有し前記挿入配置部が前記マグネットの中心部に挿入されて配置されたヨークと、筒状
に形成され一部が前記ヨークの挿入配置部に外嵌された状態で前記挿入配置部の軸方向へ
変動可能に支持されたコイルボビンと、前記コイルボビンの外周面に巻き付けられ前記マ
グネットと前記ヨークの挿入配置部の間に形成された磁気ギャップに配置されたコイルと
、前記フレームと前記コイルボビンの間で連結された弾性を有するダンパーと、内周部が
前記コイルボビンに連結され外周部が前記フレームの開口部の開口縁に固定され前記コイ
ルボビンの変動に伴って振動されるコーンと、前記コイルボビンの内部に配置された吸音
材とを備えたものである。
【００１６】
　従って、スピーカーユニットにあっては、コイルボビンの変動に応じて内部空間におい
て圧縮された空気が吸音材によって吸収される。
【００１７】
　上記したスピーカーユニットにおいては、前記吸音材が前記コイルボビンに取り付けら
れて前記コイルボビンの内部空間を前記挿入配置部の反対側から閉塞するキャップとして
設けられていることが望ましい。
【００１８】
　吸音材がコイルボビンに取り付けられてコイルボビンの内部空間を閉塞するキャップと
して設けられていることにより、コイルボビンの周辺に存在する空気の抵抗が維持される
。
【００１９】
　上記したスピーカーユニットにおいては、前記吸音材が前記挿入配置部の軸方向におけ
る一端面に取り付けられ、前記コイルボビンの軸方向における前記一端部又は前記コーン
に前記コイルボビンの内部空間を閉塞するキャップが取り付けられることが望ましい。
【００２０】
　吸音材が挿入配置部の軸方向における一端面に取り付けられ、コイルボビンの軸方向に
おける一端部又はコーンにコイルボビンの内部空間を閉塞するキャップが取り付けられる
ことにより、コイルボビンの周辺に存在する空気の抵抗が維持される。
【００２１】
　上記したスピーカーユニットにおいては、前記吸音材として内部に空隙を有する発泡材
料を用いることが望ましい。
【００２２】
　吸音材として内部に空隙を有する発泡材料を用いることにより、圧縮空気の吸収が確実
に行われる。
【００２３】
　アクティブスピーカー装置は、上記した課題を解決するために、電流駆動によって電流
に比例した音声の出力を行うアンプと前記アンプによって増幅された音声が出力されるス
ピーカーユニットとを備え、前記スピーカーユニットは、電流駆動によって電流に比例し
た音声の出力が行われ、少なくとも音声の出力方向に開口された開口部を有するフレーム
と、前記フレームの内部に配置され環状に形成されたマグネットと、軸状の挿入配置部を
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有し前記挿入配置部が前記マグネットの中心部に挿入されて配置されたヨークと、筒状に
形成され一部が前記ヨークの挿入配置部に外嵌された状態で前記挿入配置部の軸方向へ変
動可能に支持されたコイルボビンと、前記コイルボビンの外周面に巻き付けられ前記マグ
ネットと前記ヨークの挿入配置部の間に形成された磁気ギャップに配置されたコイルと、
前記フレームと前記コイルボビンの間で連結された弾性を有するダンパーと、内周部が前
記コイルボビンに連結され外周部が前記フレームの開口部の開口縁に固定され前記コイル
ボビンの変動に伴って振動されるコーンと、前記コイルボビンの内部に配置された吸音材
とを備えたものである。
【００２４】
　従って、アクティブスピーカー装置にあっては、コイルボビンの変動に応じて内部空間
において圧縮された空気が吸音材によって吸収される。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明スピーカーユニットは、電流駆動によって電流に比例した音声の出力が行われ、
少なくとも音声の出力方向に開口された開口部を有するフレームと、前記フレームの内部
に配置され環状に形成されたマグネットと、軸状の挿入配置部を有し前記挿入配置部が前
記マグネットの中心部に挿入されて配置されたヨークと、筒状に形成され一部が前記ヨー
クの挿入配置部に外嵌された状態で前記挿入配置部の軸方向へ変動可能に支持されたコイ
ルボビンと、前記コイルボビンの外周面に巻き付けられ前記マグネットと前記ヨークの挿
入配置部の間に形成された磁気ギャップに配置されたコイルと、前記フレームと前記コイ
ルボビンの間で連結された弾性を有するダンパーと、内周部が前記コイルボビンに連結さ
れ外周部が前記フレームの開口部の開口縁に固定され前記コイルボビンの変動に伴って振
動されるコーンと、前記コイルボビンの内部に配置された吸音材とを備えている。
【００２６】
　従って、コイルボビンの内部に吸音材が配置されているため、電流駆動タイプにおいて
も高周波領域における出力の過度の上昇が生じず、高周波領域における音質の向上を図る
ことができる。
【００２７】
　請求項２に記載した発明にあっては、前記吸音材が前記コイルボビンに取り付けられて
前記コイルボビンの内部空間を前記挿入配置部の反対側から閉塞するキャップとして設け
られている。
【００２８】
　従って、コイルボビンの内部に密閉空間を閉塞するキャップとして機能する吸音材が配
置されているため、最低共振周波数領域における発振が抑制され、音質の一層の向上を図
ることができる。
【００２９】
　請求項３に記載した発明にあっては、前記吸音材が前記挿入配置部の軸方向における一
端面に取り付けられ、前記コイルボビンの軸方向における前記一端部又は前記コーンに前
記コイルボビンの内部空間を閉塞するキャップが取り付けられている。
【００３０】
　従って、コイルボビンの内部に密閉空間を閉塞するキャップが設けられているため、最
低共振周波数領域における発振が抑制され、音質の一層の向上を図ることができる。
【００３１】
　請求項４に記載した発明にあっては、前記吸音材として内部に空隙を有する発泡材料を
用いている。
【００３２】
　従って、製造コストの高騰を来たすことなく音質の向上を図ることができる。
【００３３】
　本発明アクティブスピーカー装置は、電流駆動によって電流に比例した音声の出力を行
うアンプと前記アンプによって増幅された音声が出力されるスピーカーユニットとを備え
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、前記スピーカーユニットは、電流駆動によって電流に比例した音声の出力が行われ、少
なくとも音声の出力方向に開口された開口部を有するフレームと、前記フレームの内部に
配置され環状に形成されたマグネットと、軸状の挿入配置部を有し前記挿入配置部が前記
マグネットの中心部に挿入されて配置されたヨークと、筒状に形成され一部が前記ヨーク
の挿入配置部に外嵌された状態で前記挿入配置部の軸方向へ変動可能に支持されたコイル
ボビンと、前記コイルボビンの外周面に巻き付けられ前記マグネットと前記ヨークの挿入
配置部の間に形成された磁気ギャップに配置されたコイルと、前記フレームと前記コイル
ボビンの間で連結された弾性を有するダンパーと、内周部が前記コイルボビンに連結され
外周部が前記フレームの開口部の開口縁に固定され前記コイルボビンの変動に伴って振動
されるコーンと、前記コイルボビンの内部に配置された吸音材とを備えている。
【００３４】
　従って、コイルボビンの内部に吸音材が配置されているため、電流駆動タイプにおいて
も高周波領域における出力の過度の上昇が生じず、高周波領域における音質の向上を図る
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３５】
　以下に、本発明スピーカーユニット及びアクティブスピーカー装置を実施するための最
良の形態を添付図面に従って説明する。
【００３６】
　以下に示した最良の形態は、本発明をデジタルミュージックプレイヤー（ＤＭＰ）が装
着され装着されたＤＭＰの音声を出力するアクティブスピーカー装置及びこのアクティブ
スピーカー装置に備えられたスピーカーユニットに適用したものである。
【００３７】
　但し、本発明の適用範囲はＤＭＰの音声を出力するアクティブスピーカー装置及びこの
アクティブスピーカー装置に備えられたスピーカーユニットに限られることはない。本発
明は電流駆動タイプのアクティブスピーカー装置及びこれに備えられるスピーカーユニッ
トであれば他の各種のアクティブスピーカー装置及びこれに備えられるスピーカーユニッ
トに広く適用することができる。
【００３８】
　以下の説明においては、アクティブスピーカー装置のスピーカーユニットが向く方向を
前方として上下前後左右の方向を示す。
【００３９】
　尚、以下に示す上下前後左右の方向は、説明の便宜上示すものであり、本発明はこれら
の方向に限定して適用されることはない。
【００４０】
　［全体構成］
　スピーカーユニット１は、例えば、デジタルミュージックプレーヤー（ＤＭＰ）やディ
スクプレーヤー等の音声信号出力部５０から出力される音声をアンプ６０を介して出力す
る機能を有している（図１参照）。
【００４１】
　音声信号出力部５０から出力される音声はアンプ６０によって増幅されてスピーカーユ
ニット１から出力される。アンプ６０においては電流駆動によって電流に比例した音声の
出力が行われる。
【００４２】
　アクティブスピーカー装置７０はアンプ６０とスピーカーユニット１を備えている。ア
クティブスピーカー装置７０に備えられるスピーカーユニット１は複数であってもよい。
【００４３】
　スピーカーユニット１はアンプ６０とともにアクティブスピーカー装置７０を構成する
。
【００４４】
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　［アクティブスピーカー装置の構成］
　アクティブスピーカー装置７０は筐体７１と筐体７１の内部又は筐体７１の外面側に配
置された所要の各部とを備えている（図２参照）。
【００４５】
　筐体７１の前面部にはグリルネット７１ａが形成されている。
【００４６】
　筐体７１の内部には左右に離隔してスピーカーユニット１、１が配置されている。筐体
７１の内部には音声の通り道となる図示しない音道が形成され、スピーカーユニット１、
１間に音道に繋がるバスレフと称される音声出力部８０が配置されている。音声出力部８
０は低音を増強する機能を有している。
【００４７】
　筐体７１の内部には図示しない回路基板が配置されている。回路基板にはアンプ６０と
して機能する増幅回路が形成されている。
【００４８】
　筐体７１の上面部の左右方向における中央部には装着用穴７１ｂが形成され、装着用穴
７１ｂにはコネクター９０が配置されている。筐体７１の上面部には複数の操作釦９１、
９１、・・・が配置されている。
【００４９】
　筐体７１の装着用穴７１ｂにはデジタルミュージックプレイヤー（音声信号出力部５０
）１００が装着され、装着されたデジタルミュージックプレイヤー１００の図示しない接
続端子がコネクター９０に接続される。
【００５０】
　デジタルミュージックプレイヤー１００の接続端子がコネクター９０に接続されること
により、デジタルミュージックプレイヤー１００から出力される音声がスピーカーユニッ
ト１、１及び音声出力部８０から出力可能な状態とされる。
【００５１】
　［スピーカーユニットの具体的構成］
　スピーカーユニット１はフレーム２の内部に所要の各部が配置されて成る（図３乃至図
５参照）。
【００５２】
　フレーム２は円筒状に形成された小径ベース部３と小径ベース部３の後縁から内方へ張
り出された底面部４と小径ベース部３の前縁に連続され前方へ突出された大径ベース部５
と大径ベース部５の前縁から１８０°折り返されて形成された折返し部６とを有している
。
【００５３】
　底面部４の中心孔は挿通孔４ａとして形成されている。
【００５４】
　大径ベース部５は小径ベース部３より一回り径が大きくされ、小径ベース部３の前縁に
前後方向を向く段差５ａを介して連続されている。大径ベース部５には周方向において等
間隔に離隔して複数の連通孔５ｂ、５ｂ、・・・が形成されている。大径ベース部５は前
方、即ち、音声の出力方向に開口された開口部５ａを有している。
【００５５】
　大径ベース部５の外面にはターミナル７が取り付けられている。ターミナル７はアンプ
６０との接続が行われる端子部として設けられている。
【００５６】
　折返し部６には周方向において等間隔に離隔して設けられた取付片部６ａ、６ａ、・・
・が設けられ、取付片部６ａ、６ａ、・・・は外方へ突出されている。スピーカーユニッ
ト１は取付片部６ａ、６ａ、・・・が、例えば、ネジ止め等によってアクティブスピーカ
ー装置７０の図示しない取付部に取り付けられる。
【００５７】
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　小径ベース部３の内部にはともに円環状に形成された第１のマグネット８と第２のマグ
ネット９が前後に離隔して配置されている（図４参照）。第１のマグネット８と第２のマ
グネット９の間には円環状のプレート１０が配置され、プレート１０の前面に第１のマグ
ネット８の後面が固定され、プレート１０の後面に第２のマグネット９の前面が固定され
ている。第２のマグネット９は後面がフレーム２の底面部４に固定されている。
【００５８】
　第１のマグネット８の上面にはサブプレート１１が固定されている。サブプレート１１
は円環状の基部１１ａと基部１１ａの外周部から前方へ突出された固定用突部１１ｂとか
ら成り、固定用突部１１ｂが小径ベース部３の前端部における内周面に固定されている。
【００５９】
　第１のマグネット８と第２のマグネット９とプレート１０とサブプレート１１は中心軸
が一致された状態で結合され、小径ベース部３の内部に配置されている。
【００６０】
　フレーム２の底面部４の後面にはヨーク１２が固定されている。ヨーク１２は略円板状
のベース面部１３とベース面部１３の中心部から前方へ突出された挿入配置部１４とが一
体に形成されて成り、挿入配置部１４は略円柱状に形成されている。
【００６１】
　挿入配置部１４はベース面部１３の前面が底面部４の後面に固定され、挿入配置部１４
が底面部４の挿通孔４ａからフレーム２の内部に挿入されている。挿入配置部１４は、第
２のマグネット９の中心孔、プレート１０の中心孔、第１のマグネット８の中心孔及びサ
ブプレート１１の基部１１ａに形成された中心孔を順に挿通された状態で小径ベース部３
の内部に配置されている。
【００６２】
　ヨーク１２の挿入配置部１４と第１のマグネット８及び第２のマグネット９との間の空
間は磁気ギャップ１５として形成されている。
【００６３】
　フレーム２の内部には円筒状のコイルボビン１６が配置され、コイルボビン１６は後端
側の部分が挿入配置部１４に外嵌状に支持されている。コイルボビン１６は挿入配置部１
４に対して軸方向（前後方向）へ変動可能（移動可能）とされている。コイルボビン１６
の内部空間１６ａに存在する空気は、コイルボビン１６の変動に伴って圧縮空気となる。
【００６４】
　コイルボビン１６の後端部における外周面にはコイル１７が巻き付けられている。コイ
ル１７は両側の端部１７ａ、１７ａが巻き付けられた部分から導出されてターミナル７に
接続されている。コイル１７は磁気ギャップ１５に配置されている。
【００６５】
　コイル１７が磁気ギャップ１５に配置されることにより、第１のマグネット８と第２の
マグネット９とヨーク１２とコイル１７によって磁気回路が構成される。
【００６６】
　コイルボビン１６の軸方向における中間部にはダンパー１８が取り付けられている。ダ
ンパー１８は薄い略円環状に形成されて弾性変形可能とされ、内周部がコイルボビン１６
の外周面に取り付けられ、外周部がフレーム２の段差５ａの内面に取り付けられている。
ダンパー１８はコイル１７に駆動電流が供給されコイルボビン１６が軸方向へ変動された
ときに弾性変形され、コイルボビン１６の軸方向における過度の変動を抑制する機能を有
している。
【００６７】
　コイルボビン１６の前端部にはコーン１９が取り付けられている。コーン１９は内周部
がコイルボビン１６の前端部に取り付けられ外周部がフレーム２の大径ベース部５におけ
る開口部５ａの外周部に取り付けられている。従って、コーン１９はコイルボビン１６の
軸方向における変動に伴って前端部を支点とするように振動される。
【００６８】
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　コイルボビン１６の内部には吸音材２０が配置されている。吸音材２０は、例えば、軸
方向における長さが短い円柱状に形成されている。吸音材２０は、例えば、ウレタン、ポ
リエチレン、ゴム、スチロール等の内部に空隙を有する発泡材料によって形成され、通気
性を有しない材料が用いられている。吸音材２０は、コイルボビン１６の前端部における
内側に配置され、コイルボビン１６の内部空間１６ａが吸音材２０とヨーク１２の挿入配
置部１４によって閉塞されている。
【００６９】
　［スピーカーユニットの動作］
　上記のように構成されたスピーカーユニット１において、コイル１７に駆動電流が供給
されると、磁気回路において推力が発生されコイルボビン１６が前後方向（軸方向）へ変
動されコイルボビン１６の変動に伴ってコーン１９が振動する。このとき電流に比例した
音声の出力、即ち、デジタルミュージックプレイヤー１００から出力されアンプ６０によ
って増幅された音声の出力が行われる。
【００７０】
　コイルボビン１６の内部空間１６ａにおいてはコイルボビン１６の変動に応じて空気が
圧縮されるが、この圧縮された空気が吸音材２０によって吸収される。従って、高周波領
域における出力の過度の上昇が抑制される。
【００７１】
　また、コイルボビン１６の変動時にはコイルボビン１６の変動に伴ってダンパー１８が
弾性変形され、スピーカーユニット１は電流駆動タイプのスピーカーユニットであるため
電磁ブレーキが生じず、ダンパー１８の変形により最低共振周波数領域において共振によ
る発振が生じるおそれがある。
【００７２】
　しかしながら、スピーカーユニット１にあっては、コイルボビン１６の内部に密閉空間
１６ａを閉塞するキャップとして機能する吸音材２０が配置されているため、コイルボビ
ン１６の周辺に存在する空気の抵抗が維持され、最低共振周波数領域における発振が抑制
される。
【００７３】
　［スピーカーユニットの変形例］
　以下に、変形例に係るスピーカーユニット１Ａについて説明する（図６参照）。
【００７４】
　尚、以下に示すスピーカーユニット１Ａは、上記したスピーカーユニット１と比較して
、吸音材が配置された位置と大きさが異なることのみが相違するため、スピーカーユニッ
ト１と比較して異なる部分についてのみ詳細に説明をし、その他の部分についてはスピー
カーユニット１における同様の部分に付した符号と同じ符号を付して説明は省略する。
【００７５】
　コイルボビン１６の内部には吸音材２０Ａが配置されている。吸音材２０Ａは、例えば
、軸方向における長さが短い円柱状に形成され、外径が吸音材２０より一回り小さくされ
ている。吸音材２０Ａはヨーク１２の挿入配置部１４における先端面１４ａに取り付けら
れている。
【００７６】
　吸音材２０Ａは、例えば、ウレタン、ポリエチレン、ゴム、スチロール等の内部に空隙
を有する発泡材料又はフエルトやウールによって形成され、通気性を有しない材料又は通
気性を有する材料の何れかが用いられている。
【００７７】
　コーン１９の内周寄りの位置にはキャップ２１が取り付けられ、キャップ２１と挿入配
置部１４によって内部空間１６ａが閉塞されている。キャップ２１は、例えば、マグネシ
ウムやアルミニウム等の金属材料、布材料、紙材料等によって形成されている。尚、キャ
ップ２１はコイルボビン１６の前端部に取り付けられていてもよい。
【００７８】
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　上記のように構成されたスピーカーユニット１Ａにおいて、コイル１７に駆動電流が供
給されると、磁気回路において推力が発生されコイルボビン１６が前後方向（軸方向）へ
変動されコイルボビン１６の変動に伴ってコーン１９が振動する。このとき電流に比例し
た音声の出力、即ち、デジタルミュージックプレイヤー１００から出力されアンプ６０に
よって増幅された音声の出力が行われる。
【００７９】
　コイルボビン１６の内部空間１６ａにおいてはコイルボビン１６の変動に応じて空気が
圧縮されるが、この圧縮された空気が吸音材２０Ａによって吸収される。従って、高周波
領域における出力の過度の上昇が抑制される。
【００８０】
　また、コイルボビン１６の変動時にはコイルボビン１６の変動に伴ってダンパー１８が
弾性変形され、スピーカーユニット１Ａは電流駆動タイプのスピーカーユニットであるた
め電磁ブレーキが生じず、ダンパー１８の変形により最低共振周波数領域において共振に
よる発振が生じるおそれがある。
【００８１】
　しかしながら、スピーカーユニット１Ａにあっては、コイルボビン１６の内部に密閉空
間１６ａを閉塞するキャップ２１が設けられているため、コイルボビン１６の周辺に存在
する空気の抵抗が維持され、最低共振周波数領域における発振が抑制される。
【００８２】
　［まとめ］
　以上に記載した通り、アクティブスピーカー装置７０及びスピーカーユニット１、１Ａ
にあっては、コイルボビン１６の内部に吸音材２０、２０Ａが配置されているため、電流
駆動タイプにおいても高周波領域における出力の過度の上昇が生じず、高周波領域におけ
る音質の向上を図ることができる。
【００８３】
　また、上記のような高周波領域における出力の過度の上昇を抑制することにより、ダイ
ナミックレンジの改善、過渡応答特性の向上、位相変化の減少、インピーダンス変化の影
響の排除及び制御性の向上を図ることができる。
【００８４】
　さらに、スピーカーユニット１にあっては、コイルボビン１６の内部に密閉空間１６ａ
を閉塞するキャップとして機能する吸音材２０が配置されているため、最低共振周波数領
域における発振が抑制され、音質の一層の向上を図ることができる。
【００８５】
　一方、スピーカーユニット１Ａにあっては、コイルボビン１６の内部に密閉空間１６ａ
を閉塞するキャップ２１が設けられているため、最低共振周波数領域における発振が抑制
され、音質の一層の向上を図ることができる。
【００８６】
　加えて、吸音材２０、２０Ａとして内部に空隙を有する発泡材料を用いることにより、
圧縮空気の吸収が確実に行われると共に発泡材料が安価であるため製造コストの高騰を来
たすことなく音質の向上を図ることができる。
【００８７】
　上記した最良の形態において示した各部の具体的な形状及び構造は、何れも本発明を実
施する際の具体化のほんの一例を示したものにすぎず、これらによって本発明の技術的範
囲が限定的に解釈されることがあってはならないものである。
【図面の簡単な説明】
【００８８】
【図１】図２乃至図６と共に本発明の実施の形態を示すものであり、本図は、音声出力機
器のブロック図である。
【図２】アクティブスピーカー装置をデジタルミュージックプレイヤーとともに示す斜視
図である。
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【図３】スピーカーユニットの拡大斜視図である。
【図４】スピーカーユニットの拡大断面図である。
【図５】スピーカーユニットの拡大側面図である。
【図６】変形例に係るスピーカーユニットの拡大断面図である。
【符号の説明】
【００８９】
　６０…アンプ、７０…アクティブスピーカー装置、１…スピーカーユニット、２…フレ
ーム、５ａ…開口部、８…第１のマグネット、９…第２のマグネット、１２…ヨーク、１
４…挿入配置部、１５…磁気ギャップ、１６…コイルボビン、１６ａ…内部空間、１７…
コイル、１８…ダンパー、１９…コーン、２０…吸音材、１Ａ…スピーカーユニット、２
０Ａ…吸音材、２１…キャップ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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